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農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
同
意

　
す
で
に
指
定
管
理
と
し
て
い
る
19
施
設
が

令
和
３
年
３
月
31
日
で
期
間
満
了
と
な
る
た

め
指
定
期
間
を
延
長
し
ま
す
。
ま
た
、
令
和

３
年
４
月
１
日
よ
り
誉
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
及
び
神
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

並
び
に
霞
城
館
の
３
施
設
に
新
た
に
指
定
管

理
者
を
指
定
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
指
定
期
間

は
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
。

　
　今
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
移
行
し
、
指
定
管
理
の
指
定
を
受
け
た
施

設
に
つ
い
て
は
、
問
題
な
く
移
行
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

　
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、

特
に
支
障
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
　電
子
黒
板
機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

は
、
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　教
師
は
、
従
来
の
黒
板
を
使
っ
た
授
業

は
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
感
じ
て
お

り
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
偏
る
と
い
う
方
向
性

で
は
な
く
、
場
面
に
応
じ
て
使
い
分
け
を
行

っ
て
い
く
。
ま
た
、
教
師
が
書
き
込
み
を
行

い
、
書
き
込
ん
だ
も
の
を
保
存
で
き
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
再
度
取
り
出
し
て
授
業
の

深
み
に
使
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
な
る
。

学
び
の
保
障
推
進
事
業

　
　具
体
的
に
、
何
を
競
争
し
、
強
化
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
毎
年
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
の
か
。

　
　圃
場
整
備
事
業
に
よ
り
区
画
の
拡
大
等

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
農
地
を
集
積
並
び
に

集
約
し
、
営
農
を
省
力
化
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
今
回
、
神
岡
町
沢
田
地

区
で
圃
場
整
備
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
そ

の
前
段
と
し
て
調
査
設
計
を
実
施
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

農
業
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

令和２年  第６回 12月定例会 

　激甚化する自然災害への対応と地域の安全・安心
を確保するための社会資本整備の更なる推進を求
め、内閣総理大臣ほか、関係大臣等に意見書を提出
しました。

 【主な内容】
⑴ 「防災・減災・国土強靭化のための３か年緊急対策」
　につづき、長期に及ぶ大規模で抜本的な対策を行う
　事業など対象事業の拡大も含めた５か年計画を策定
　するとともに、必要な予算を安定的に別枠で確保す
　ること。

⑵ 排水機場や避難に必要な道路橋梁等、社会基盤施設
　の機能を災害時にも確実に発揮させるためには、継
　続的な施設の修繕・更新が不可欠であり、老朽化対
　策に必要な予算を安定的に別枠で確保すること。

⑶ 安全安心と地域経済の成長に必要な社会資本整備を
　着実に推進する予算を十分に確保すること。

⑷ 社会資本整備を安定的・持続的に推進するため、中
　長期的な投資額を示した整備計画を策定すること。

意見書提出

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
12
月
19
日
を

も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
19
名
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
　
　（
50
音
順
）

【
新
任
】

　
岩
田 

き
ん
子
　
氏
（
御
津
町
中
島
）

　
上
田
　 

常
雄
　
氏
（
揖
西
町
佐
江
）

　
大
橋
　 

正
典
　
氏
（
揖
保
川
町
浦
部
）

　
緒
方
　 

光
男
　
氏
（
新
宮
町
北
村
）

　
髙
見
　 

昭
義
　
氏
（
揖
保
川
町
黍
田
）

　
長
谷
川 

澄
男
　
氏
（
新
宮
町
中
野
庄
）

　
　
殿
　 

利
晴
　
氏
（
龍
野
町
大
道
）

　
丸
山
　 

忠
昭
　
氏
（
新
宮
町
井
野
原
）

　
右
田
　 

太
郎
　
氏
（
新
宮
町
鍛
冶
屋
）

　
三
村
　 
誠
　
　
氏
（
神
岡
町
沢
田
）

　
宮
本
　 
峰
男
　
氏
（
揖
西
町
長
尾
）

　
保
田
　 

義
一
　
氏
（
新
宮
町
千
本
）

【
再
任
】

　
猪
澤
　 

敏
一
　
氏
（
揖
西
町
北
山
）　

　
大
西
　 

正
清
　
氏
（
御
津
町
室
津
）

　
小
河
　 

純
一
　
氏
（
御
津
町
苅
屋
）

　
永
富
　 

元
　
　
氏
（
揖
保
川
町
新
在
家
）

　
水
田
　 

達
實
　
氏
（
揖
保
町
東
用
）

　
八
木
　 

正
邦
　
氏
（
新
宮
町
上
笹
）

　
山
本
　 

哲
也
　
氏
（
誉
田
町
福
田
）

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
、
本
市
に
設

置
さ
れ
て
い
る
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
３

名
の
任
期
が
令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

満
了
と
な
る
こ
と
及
び
欠
員
に
な
っ
て
い
る

揖
保
校
区
の
１
名
に
つ
い
て
、
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。
　
　
　
　（
50
音
順
）

【
新
任
】

　
竹
添
　 

昭
弘
　
氏
（
揖
保
町
東
用
）

【
再
任
】

　
梅
本
　 

光
子
　
氏
（
揖
西
町
住
吉
）

　
三
木
　 

政
司
　
氏
（
龍
野
町
末
政
）

　
満
田
　 

　
弘
　
氏
（
龍
野
町
上
霞
城
）


